
（1）　44号 大 園 同 窓 会 報 令和２年10月16日

　
校
　
　
歌

銀
杏
の
木
陰

　
　
道
ひ
ろ
く

真
理
に
ひ
ら
く

　
　
知
慧
の
門

み
の
り
ゆ
た
か
に

い
ま
結
ぶ

　
　
木
の
実
尊
き
掌

幸
あ
り
わ
れ
ら

わ
れ
ら
が
腕

土
の
か
お
り
も

　
　
さ
わ
や
か
に

発  行　
大阪府立園芸高等学校大園同窓会
〒563-0037  池田市八王寺 2 - 5 - 1

印  刷
株式会社 サラト
〒670-0948 兵庫県姫路市北条宮の町172
電　話　079-284-1380

思い出の『実習庭園』新たなる復興を目指して

〜大園同窓会台風被害復旧寄付工事報告〜
　平成30年秋、度重なる台風により大きな被害を受けた実習庭園。昭和17年に池田市のこの地に園芸学校が開設されて以
来、その歴史を見守り続けてくれた高木の数々が強風に倒れました。その惨状は見るに悲しく残念で心が強く痛みました。何
とかしなければとの思いから、庭園復旧のための寄付の呼びかけが始まり、同窓生をはじめ多くの方々から実習庭園に対す
る『篤き志』が寄せられ（令和元年度決算時  979,000円）、この度の庭園復旧の資金が準備されました。
　大園同窓会においては、小南会長をはじめとする役員一同は皆様方からお寄せ頂いた浄財に深く感謝をするとともに有効
に活用すべく協議し、同窓会からは田中明男氏（造園科25期）を復旧工事の担当として、学校長ならびに実習庭園を所管する
環境緑化科の教職員と打合せを行い、今回の実習庭園復旧工事が計画され施工する運びとなりました。
　工事にあたり庭園の現況を観ると、大阪府により倒木等の緊急対応はされているものの、傾倒したり枝折れにより樹形を
大きく乱したりした樹木が多く見受けられ、庭園の景観が損なわれていることと同時に安全性に対する配慮が必要と感じら
れました。
　復旧工事にあたっては、傾倒木や枝折れ等の危険がある樹木の伐採や強剪定を最優先に行って安全性を確保しつつ、庭園内
の景観を整えるための中木の枝透かし剪定も適宜実施しました。外周部については、当初植栽されていた樹種による補植を
計画しておりましたが、現状の植栽基盤等の問題もあり、「見本園としての機能も補充したい。」という学校の意向もあり、別
途、苗木資材（51種106ポット）の納品をすることになりました。これらの苗木は在校生の実習により植付けされることに
なっており、作業の利便上、植付け予定地の林床部（200㎡）を耕転して土壌改良材（バーク堆肥）を敷均しました。
　これらの作業は令和２年３月に完了いたしましたが、見本樹木の苗木等はコロナ禍による影響により実習予定が確定出来
ない状況であることから、学校との調整の上、実施することとなっています。
　なお、今回の復旧計画・工事にあたっては、中橋文夫氏（造園科23期　公立鳥取環境大学教授）にご意見を伺い、実習庭園
を学校のみならず、『地域の宝』としてのクラウドファ
ウンディングも視野に入れた大きな展望をご教示頂きま
した。
　末尾ながら、実習庭園復旧のご寄付を頂きました皆様
方、復旧の計画などに携わって頂きました学校はじめ関
係各位には心より深く御礼申し上げます。会員の皆様方
には今後の実習庭園の復旧を温かく見守って頂ければ幸
甚です。

日　　　時：2021年２月28日（日）11：00  開会

総 会 会 場：大阪府立園芸高等学校
　　　　　　本館１階会議室

議　　　題：�事業報告・会計報告・110周年に向けての事業計画

懇親会会場：池田市民会館１階 レストランBridge宴会場
　　　　　　13：00開会

　一昨年より総会会場を母校本館１階会議室、懇親会を池田市
民会館にて開催することと致しました。
　年会費を11月末までに所定の方法にて納付頂きました方に
総会のご案内を12月９日頃発送予定で郵送させて頂きますが、
この会報をご覧の同窓生皆様お誘いあわせの上、奮ってご参加
くださいますようご案内申し上げます。

… 令和３年度　大園同窓会総会のご案内 …

令和２年度創立記念祭中止決定のお知らせ

令和２年度創立記念祭は、新型コロナウイルスの感染のリスクを避けるため、誠に残念ですが中止を決定いたしました。
創立記念祭は、本校の創立を記念して毎年11月の第２日曜日に開催し、卒業生や家族連れを中心に６千人以上が訪れる
ほどの大きな賑わいがあります。庭園や花壇の展示などに加え、生徒が栽培した野菜や果物、草花、製造したジャムや
味噌などの加工食品の販売などにより、生徒の日頃の学習成果を公開する貴重な場となっています。
来年度は、さらに内容を充実した創立記念祭を開催できるよう教育活動に取り組んでまいります。
今後とも、本校の教育活動に対しまして、ご理解とご支援をいただきますようよろしくお願い申し上げます。� 学校長
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大
園
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
て
い
る
時
点

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
中
に
蔓
延
す
る
な
か
、
日
本
に
お
い

て
も
２
次
感
染
と
し
て
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、う
が
い
・
手
洗
い
・
消
毒
・

密
接
回
避
な
ど
感
染
防
止
に
励
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
発

生
し
た
ペ
ス
ト
が
世
界
中
に
猛
威
を
振
る

い
、
最
後
と
な
る
３
度
目
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
19
世
紀
半
ば
に
始
ま
り
20
世
紀
ま
で

続
き
、
日
本
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
検
疫

や
入
国
制
限
が
行
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
感
染
症
は
日
本
の
細
菌

学
者
北
里
柴
三
郎
先
生
に
よ
る
ペ
ス
ト
菌

の
発
見
の
も
と
、有
効
な
予
防
法
・
消
毒
法

が
実
施
さ
れ
適
切
な
抗
菌
薬
の
治
療
に
よ

り
、
現
在
で
は
ペ
ス
ト
で
命
を
落
と
す
こ

と
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
３
度
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
世
界
の
特
に
欧
州
の
歴
史
を
大
き
く

変
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
武
漢
が
発
症
の
地
と
さ
れ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も
、
世
界
中

に
感
染
が
拡
大
し
早
急
な
ワ
ク
チ
ン
・
治

療
薬
の
開
発
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
感
染
症
に
よ
り
社
会
構
造
の
改

変
が
生
じ
、
私
た
ち
も
そ
の
対
応
が
不
可

欠
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
今
梅
雨
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

九
州
を
中
心
に
全
国
的
に
甚
大
な
被
害
の

傷
痕
を
残
し
た
異
常
と
も
い
え
る
気
象
の

変
化
も
見
逃
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
、
ま
た
感
染
症
に
罹
患
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

学
生
も
、
感
染
症
対
策
に
よ
り
夏
休
暇

が
例
年
の
３
分
の
１
程
度
に
縮
小
の
も

と
、
極
暑
の
中
勉
学
に
励
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
本
校
の
令
和

２
年
３
月
卒
業
生
に
つ
き
ま
し
て
も
例
年

同
様
に
就
職
者
、
進
学
者
の
進
路
は
順
調

に
決
定
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
進
路
が
順
調
な
府
立
園

芸
高
校
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
学

生
・
父
兄
の
本
校
に
対
す
る
認
識
・
理
解
が

薄
い
の
か
、
近
年
受
験
生
の
確
保
に
関
し

て
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

て
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
願
い
が
ご

ざ
い
ま
す
。是
非
、
良
き
本
校
の
P
R
を
し

て
い
た
だ
き
少
子
化
の
中
、
受
験
生
の
確

保
及
び
定
員
人
数
の
確
保
に
ご
協
力
を
賜

り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
大
園
同
窓
会
に
お
い
て
も
、
生

徒
を
中
心
と
し
た
母
校
が
、
よ
り
発
展
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
役
員
一
同
努

力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今

ま
で
同
様
同
窓
会
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

大
園
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
平
素
よ
り
本

校
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、多
大
な
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
、社

会
・
経
済
活
動
は
も
と
よ
り
、教
育
活
動
に

お
き
ま
し
て
も
大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。本
校
で
は
、
４
月
か
ら
も
臨
時

休
業
が
続
き
、新
入
生
の
入
学
式
の
中
止
に

始
ま
り
、校
外
学
習
や
体
育
祭
な
ど
多
く
の

学
校
行
事
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

間
、農
作
物
な
ど
の
生
き
物
を
扱
う
農
業
高

校
と
し
て
、生
徒
た
ち
に
季
節
性
の
高
い
実

験
・
実
習
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
で
あ
り
、
生

徒
た
ち
に
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
大
会
、
近
畿
大
会（
和
歌
山
大
会
）、
全
国

大
会（
静
岡
大
会
）す
べ
て
が
中
止
と
な

り
、技
能
検
定（
国
家
検
定
）に
つ
い
て
も
、

前
期
の
検
定
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
で
、職

種
造
園
と
職
種
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
を
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
さ

に
、農
業
教
育
の
根
幹
部
分
が
揺
ら
ぐ
事
態

と
言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

終
息
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、毎
年
11
月

の
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
創
立
記

念
祭
に
つ
き
ま
し
て
も
、中
止
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
く
だ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
創

立
記
念
祭
は
、
庭
園
や
花
壇
の
展
示
、
研
究

発
表
な
ど
に
加
え
、
生
徒
が
栽
培
し
た
野

菜
、果
物
、草
花
、製
造
し
た
ジ
ャ
ム
や
味
噌

な
ど
の
加
工
食
品
の
販
売
な
ど
を
通
じ
、生

徒
の
日
頃
の
学
習
成
果
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
け
る
発
表
の
場
で

す
。ま
た
、
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
が
母
校

を
訪
れ
、旧
友
や
先
生
方
と
の
再
会
を
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
た
ら

さ
れ
た
様
々
な
事
態
を
単
に
弊
害
と
し
て

受
け
止
め
る
よ
り
、こ
の
こ
と
を
機
に
教
育

活
動
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。そ
の
一
つ
は
、臨
時
休
業
中
に
、自

宅
等
で
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
も
の
と
し

て
、
構
築
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
シ
ス
テ

ム
」で
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
し

て
扱
っ
て
き
た
様
々
な
学
校
行
事
に
つ
い

て
も
新
た
な
観
点
か
ら
見
つ
め
な
お
す
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。ま
さ
に
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、本
年
度
、独
立
行
政
法
人 

工

業
所
有
権
情
報
・
研
修
館（
I
N
P
I
T
）に

よ
る「
知
財
力
開
発
校
支
援
事
業
」の
指
定

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。文
部
科
学

省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
研
究
開
発
は
、昨
年
度
よ
り
途
切
れ
ま

し
た
が
、「
園
芸
高
校
ブ
ラ
ン
ド
」の
育
成
を

大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
、知
的
財
産
教
育

を
ベ
ー
ス
に
、地
域
や
企
業
、大
学
、農
政
等

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
実
践
的
な
学
び
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
引
き
続
き
、
農
業
高
校
と
し
て

の
機
能
を
最
大
限
に
活
か
し
、社
会
や
産
業

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
誇
り
と

さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
母
校
の
発
展

の
た
め
に
、種
々
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
、謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。前
会
長
の
藤
山
昭
宏
氏
よ
り

会
長
を
引
き
継
が
せ
て
頂
き
ま
し
た
梶
師
登
で

す
。非
力
な
が
ら
、歴
代
の
P
T
A
役
員
の
皆
様

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
園
芸
高
校
の
た
め
に
精
一
杯

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

今
年
度
も
P
T
A
活
動
を
通
し
て
学
校
や
地

域
と
一
丸
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
も
今
ま
で
同
様
、
何
で
も
話
し
合
え
る

P
T
A
と
し
て
結
束
力
を
強
め
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ご
承
知
の
通
り
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
体
育
祭
を
は
じ
め
多
く
の
行

事
が
中
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。先
日
も
一
番
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
創
立
記
念
祭
ま
で
も
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
P
T
A
活
動
に
お
き
ま

し
て
も
府
立
実
業
高
校
P
T
A
協
議
会
、
近
畿

地
区
高
校
P
T
A
連
合
会
、
全
国
高
校
P
T
A

連
合
大
会
、
社
会
見
学
会
の
中
止
が
決
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
の

中
、
P
T
A
と
し
て
子
ど
も
ら
の
た
め
に
、
学

校
の
た
め
に
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
た
結
果
、『
校
内
の
美
化
活
動
』に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。園
芸
高
校
は
大
阪

一
を
誇
る
敷
地
面
積
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
広

い
敷
地
を
綺
麗
に
す
る
美
化
清
掃
活
動
で
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

常
に
社
会
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
学
校
と
保
護

者
が
支
え
合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
P
T
A
活
動
の
新
し
い
在
り
方
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。今
後
と
も
P
T
A

に
ご
教
示
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
　
令
和
２
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
梶
師
　
　
登

ご
あ
い
さ
つ

大
園
同
窓
会
　
会
長
　
小
南
　
修
身

ご
　
挨
　
拶

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
　
校
長

　
真
鍋
　
政
明

ご
　
挨
　
拶

学校・ＰＴＡとさらなる連携を
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　令和２年度大園同窓会が、令和２年３月１日（日）午前11時より
大阪府立園芸高等学校　本館１階会議室にて開催されました。
　・小南会長挨拶
　・真鍋学校長挨拶
　小南会長と真鍋学校長より、新型コロナウイルス蔓延・拡大の最中、
去る２月28日に無事令和元年度卒業式が無事終了したこと、明日３
月２日より臨時休校になること、また総会終了後に例年開催の懇親会
も中止することが報告され、当総会議事の進行が円滑に進行し短時間
で終了できるよう協力要請がなされました。

《議案》
一号議案　�令和元年・事業報告および会計報告ならびに令和２年事業

計画について、植木事務局長より、同議案について以下の
説明がありました。

令和元年　事業報告
実 施 日 事 業 実 績
１月12日 第１回役員会
１月27日 第２回役員会・総会（大阪府立園芸高校会議室）
２月27日 平成30年度同窓会入会式（担当　同窓会事務局）
２月28日 平成30年度卒業式
６月22日 第３回役員会
８月３日 会報編集会議　第４回役員会
10月20日 会報第43号発行
11月10日 創立記念祭　第５回役員会

令和２年　事業予定
実施予定日 事 業 予 定
１月25日 第１回役員会
２月27日 令和元年度同窓会入会式（担当　同窓会事務局）
２月28日 令和元年度卒業式
３月１日 第２回役員会・総会（大阪府立園芸高校会議室）
４月中旬 第３回役員会
７月中旬 第４回役員会・幹事会
７月中旬 会報編集会議
10月１日 会報第44号発行
11月８日 創立記念祭　第５回役員会
12月上旬 第６回役員会
令和３年
２月28日 総会（大阪府立園芸高校会議室）

　今までの会期は１月１日より12月31日まででしたが、学校との年
度を合わせるため、４月１日から３月31日に変更すること、ついては
当年度の会期は本年１月１日より令和３年３月31日にするとの説明の
後、議長による採決が行われ、賛成多数により一号議案は承認されま
した。

二号議案　令和元年度・会計報告
　樫原会計による報告と谷端監事による監査報告がなされました。

項　目 収　入 支　出 残　高
（次年度へ繰越）

前年度繰越金 1,619,631
その他収入及び支出 2,734,161 1,312,728

4,353,792 1,312,728 3,041,064
　上記説明の後、議長による採決が行われ、賛成多数により二号議案
は承認されました。

三号議案　会則の一部改訂について
　先程、ご承認を頂いた一号議案にともなう会則の一部改訂として、

『（会計年度）第15条　本会の事業及び会計年度は、４月１日より翌
年の３月31日までとする』を改訂案として提案されました。
　但し、当会則の執行は令和３年４月１日からとし、令和２年度の会
計年度は移行期間のため、当年１月１日より令和３年３月31日まで
とする。
　上記説明の後、議長による採決が行われ、賛成多数により三号議案
は承認されました。

事務局より
・�添付資料の『大園同窓会　創立110周年に向けての活動方針』に基

づいて説明がありました。
・�HPにバナー広告も掲載したいのでご協力をお願いしたい。
・�古い写真の提供や卒業アルバムを学校に寄付していただきたい。
・�同窓会費の収入が少なく、特に若い卒業生からの入金が少ない。各

支部や同期の同窓会など積極的な活動を展開していただきたい。
・�学校では学校説明会などを開いて、近隣地域なども含め入学生の応

募を積極的に展開している。卒業生のご協力と後押しを是非お願い
したい。

・�『大園同窓会　同窓会総会出席者　連絡確認表』について、山本副
会長より説明がありました。

その他
・�本校卒業生で自然体験やエコ活動を続け環境大臣賞などを受賞して

いる『ぽぽっぽくらぶ』の三姉妹による合唱も行われました。
・�ＭＢＳ毎日放送毎週土曜日９時30分から放映番組の「せやねん」

で「スマイル工務店」に出演されている阪上良雄大阪南支部副会
長、また苔によるエコ活動をされている同支部の泉原一弥副会長か
らの紹介がありました。

・�当会活動において、本日予定していた「卒業生による盆栽講習会」
も中止になったが、役員会、公開授業などで進めていきたいとの報
告もなされました。

令和２年度大園同窓会総会報告

2017
2月

2018
1月

2019
1月

2020
1月

2021
1月

2022
1月

2023
1月

2024
1月

110周年
2025
1月

2026
1月 備　考

会 則 の 改 訂

役 員 改 選

同 窓 会 館 の
改 修

排水工事
台風被害復旧

支 部 活 動 支部活動方針の
策定

広報・発信の
強 化

HP・Facebook
会報内容検討
案内方法の検討

資 料 整 理

台 風 2 1 号
被 害 復 旧

学校被害箇所
復旧

資 金 集 め
同窓会館改修
奨学援助資金
研究費補助資金

資料のデータ
ベ ー ス 化

会報バックナンバー
卒業アルバム・写真

顕 彰 同窓会館への顕彰
額等の設置

基 本 指 針 ・
フォームの策定

学校・PTAとの連携
会報編集・構成会計
（出納）

名 簿 再 編

改訂

改選 改 選 改 選

部分改訂の検討

部分改修 本格改修台風被害箇所補修

活動方針策定

学校と協議・検討

台風被害復旧支援募金

HP
FB・SNS

見直し 見直し

大園同窓会　創立 110 周年に向けての活動方針 令和２年２月

外
周
部
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
に

　

一
昨
年
の
大
阪
北
部
地
震
に
て
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震

基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
令
和
元
年
７
月
１
日
よ
り
令
和
２
年
１
月

31
日
ま
で
の
間
に
工
事
を
さ
れ
、
本
校
外
周
部
に
在
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

も
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
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小
原
初
代
会
長
は
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）
９
月
、
小
原
流
家
元
の
長
男

と
し
て
出
生
さ
れ
ま
し
た
。
５
才
か
ら
生
け
花
を
習
い
始
め
、
10
才
で
初
出
品
を

行
う
な
ど
、
幼
少
の
頃
か
ら
す
で
に
頭
角
を
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
府
立
園
芸
学
校
園
芸
科
に
入
学
し
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７

年
）
３
月
に
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
も
修
練
を
重
ね
、
創
作
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
年
）、
30
歳

の
若
さ
で
小
原
流
３
世
家
元
を
継

ぎ
、
戦
後
は
前
衛
生
け
花
運
動
の
提

唱
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
、
大
流

派
小
原
流
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
代
生
け
花
界
の
代
表
作
家
と
な
り
、
生
け
花
に
オ
ブ
ジ
ェ
を
取
り

込
ん
だ
造
形
芸
術
へ
と
発
展
さ
せ
、
野
性
味
あ
ふ
れ
た
幻
想
豊
か
な
雰
囲
気
を
特

徴
と
す
る
作
風
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

熱
意
溢
れ
る
普
及
活
動
は
国
内
は
も
と
よ
り
、
更
に
は
ア
メ
リ
カ
、
E
U
、
中

近
東
、
ア
フ
リ
カ
や
南
米
に
ま
で
及
び
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
様
々
な
国
か
ら

称
賛
や
勲
位
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
活
躍
の
中
、
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
12
月
に
大
園
同
窓
会
初
代

会
長
に
就
任
さ
れ
、
以
後
20
有
余
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
現
在
の
同
窓
会
の
基
礎

を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
創
立
記
念
事
業
で
は
、
実
習
庭
園
に
今
も
残
る
「
同
窓
会
館
」
を
同
窓

生
と
在
校
生
の
た
め
に
と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
園
芸
高
校
草
創
期
の
恩
人
と
し
て
末
永
く
顕
彰
す
べ
き
大
先
輩
で
あ

り
ま
す
。

　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
３
月
に
87
才
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

�

＊
一
部
「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
誌　

あ
げ
雲
雀
」
よ
り
引
用

◆ 

西
　
良
祐  

先
生 

◆
　　

園
芸
高
校
の
卒
業
生
が
集
ま

る
と
、
い
つ
も
話
題
に
あ
が
る

の
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
や
事
務
室
、
農
場
の
職
員
の

方
々
の
思
い
出
で
す
。

　

卒
業
年
度
に
よ
り
お
顔
ぶ
れ

も
変
わ
り
ま
す
が
、
今
回
は
園

芸
科
（
園
芸
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

の
西
良
祐
（
に
し
り
ょ
う
す
け
）

先
生
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
先
生
は
、
昭
和
33
年
鳥
取
大

学
卒
業
後
、
同
大
学
修
士
課
程
を
終
え
ら
れ
、
園
芸
高
校
に
赴
任

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
7
0
年
の
大
阪
万
博
の
前
年
、
昭
和
44
年
に

園
芸
科
に
新
し
く
設
け
ら
れ
た
『
園
芸
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
』
の
企

画
・
運
営
に
も
御
尽
力
さ
れ
、
業
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を

育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
高
校
を
離
れ
ら
れ
て
か
ら
も
、
甲
子
園
短
期
大
学
並
び
に

常
磐
会
学
園
大
学
で
教
授
を
お
務
め
に
な
り
、
園
芸
教
育
一
筋
の

道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
園
芸
番
組
の
草
分
け
と
も
言
え
る

Ｎ
H
Ｋ
の
『
趣
味
の
園
芸
』
の
講
師
と
し
て
、
お
茶
の
間
の
視
聴

者
の
方
々
に
園
芸
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
広
く
紹
介
し
、
同
時
に
大

阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
の
名
称
も
電
波
に
乗
り
全
国
に
発
信
さ
れ

ま
し
た
。

　

失
礼
な
が
ら
、
西
先
生
の
愛
称
は
『
西
さ
ん
』。
聞
き
と
り
方

に
よ
っ
て
は
『
兄
さ
ん
』
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

先
生
は
園
芸
業
界
で
の
御
交
遊
も
幅
広
く
、
伝
統
あ
る
社
団
法

人
大
阪
フ
ラ
ワ
ー
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
会
長
を
長
く
お
務
め
に
も
な

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
川
西
市
の
御
自
宅
で
今
で
も
果
樹

の
仕
立
方
や
栽
培
を
工
夫
さ
れ
て
い
る
御
様
子
は
現
役
の
頃
そ
の

ま
ま
で
す
。

　

西
先
生
曰
く
、『
年
取
っ
た
ら
病
院
通
い
も
多
く
な
る
か
ら
、

外
出
を
控
え
て
家
で
お
と
な
し
く
し
て
る
！
』
と
は
言
う
も
の
の
、

変
わ
ら
ぬ
お
姿
に
ほ
っ
と
一
安
心
。

　
『
西
さ
ん
』
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
下
さ
い
ね
。

�

（
聞
き
手　

田
中
明
男
）

�

※
写
真
は
「
リ
ン
ド
ウ
よ
り
想
う
」
よ
り
引
用

　

昭
和
46
年
に
造
園
科
を
卒
業
、
南
九
州
大
学
に
進
学
す
る
が
空

手
道
部
の
猛
稽
古
に
耐
え
切
れ
ず
脱
走
、
19
歳
で
造
園
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
入
社
、
37
年
働
い
た
。そ
こ
で
大
卒
の
先
輩
に
理
数
系
技

術
を
教
え
て
頂
き
、凄
い
な
と「
憧
れ
」、大
阪
工
業
大
学
短
期
大
学

部
建
築
学
科（
夜
間
）に
進
ん
だ
。勤
労
学
生
で
2
0
0
万
円
貯

め
、
卒
業
後
、
大
分
工
業
大
学
の
建
築
学
科
に
編
入
学
、「
憧
れ
」の

都
市
計
画
を
学
ん
だ
。

　

卒
業
後
、
古
巣
に
出
戻
り
、
お
役
人
、
大
学
の
先
生
に
教
え
を
乞

い
、
あ
の
よ
う
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と
悩
み「
憧

れ
」、そ
れ
は
真
似
を
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。四
十
路
後
半
に
、今

度
は
ま
ち
づ
く
り
に「
憧
れ
」、
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
の

社
会
人
大
学
院
に
進
ん
だ
。修
士
・
博
士
課
程
で
は
公
務
員
、
教

員
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
交
流
し
、授
業
が
終
わ
る
の
が
9
時
を
過

ぎ
て
い
た
が
、そ
れ
か
ら
先
生
を
居
酒
屋
に
誘
い
、ど
ん
ち
ゃ
ん
騒

ぎ
、
そ
こ
で
の
議
論
が
今
日
の
財
産
と
な
っ
た
。教
え
を
受
け
た
片

寄
俊
秀
教
授
の
豪
放
磊
落
に「
憧
れ
」、
未
だ
指
導
を
受
け
て
い

る
。お
金
は
9
0
0
万
円
ほ
ど
か
か
っ
た
が
、得
を
し
た
気
が
勝
る
。

　

傍
ら
中
座
し
た
空
手
道
は
帰
郷
し
て
、
町
道
場
で
稽
古
を
積

み
、
昭
和
60
年
度
の
兵
庫
県
国
体
選
手
に
選
ば
れ
た
。そ
こ
に
は
南

九
州
大
学
空
手
道
部
で「
憧
れ
」た
、
宗
重
浩
美
先
輩
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
か
ら
だ
。古
希
を
前
に
し
な
が
ら
も
鋼
の
体
か
ら
繰
り

出
す
蹴
り
業
は
天
下
一
品
で「
憧
れ
」る
。脱
走
兵
の
汚
名
を
晴
ら

す
に
は
実
績
を
つ
け
る
し
か
な
く
、地
方
大
会
で
腕
を
磨
い
た
。

　

こ
う
し
た
自
由
奔
放
に
仕
事
、
趣
味
の
世
界
で
活
動
で
き
た
の

も
、
造
園
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
時
代
の
故
井
上
芳
治
社
長
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
か
ら
だ
。園
芸
高
校
か
ら
東
京
農
業
大
学
に
進
ま
れ
、

マ
ー
カ
ー
の
使
い
方
か
ら
ご
教
示
賜
っ
た
。い
つ
も
ビ
シ
ッ
と
し

た
ス
ー
ツ
姿
が
格
好
良
く
、
プ
レ
ゼ
ン
の
極
意
を
学
ん
だ
。正
に

「
憧
れ
」の
人
で
、
今
の
私
が
あ
る
の
は
井
上
芳
治
社
長
の
お
か
げ

だ
。紹
介
下
さ
っ
た
担
任
の
渋
田
正
幸
先
生
に
深
謝
。

　

平
成
20
年
に
運
よ
く
、本
学
教
員
に
採
用
さ
れ
、来
年
3
月
で
定

年
を
迎
え
る
。し
か
し
造
園
道
は
エ
ン
ド
レ
ス
だ
。ま
た「
憧
れ
」の

人
を
探
し
、人
生
1
0
0
年
を
楽
し
み
た
い
。

卒

業

生

よ

り

あ
の
先
生
は
今

園
芸  

歴
史
列
伝  

第
1
回

大
園
同
窓
会
　
初
代
会
長

 　

小　

原　
　
　

豊  

氏

�

（
小
原
流
３
世
家
元　

小
原
豊
雲
氏
）園芸学校在学時の小原氏

「
憧
れ
に
感
謝
」

　
　
　
　
　
昭
和
46
年
度
造
園
科
卒
業

　
　
　
　
　
公
立
鳥
取
環
境
大
学
環
境
学
部
大
学
院
教
授

　
　
　
　
　
博
士（
総
合
政
策
）・
技
術
士
・
一
級
建
築
士

中
橋
　
文
夫
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新型コロナウイルスによる臨時休校中の本校の対応

大園同窓会事務局よりのお願い
１．会員データ登録のお願い
　会員の現住所等の基本データは、会則に則って㈱サラトにて管理さ
れております。しかしながら、登録更新の連絡がなく、多くの卒業生・
教職員関係者が不明扱いになっております。この会報が届いている方
以外は、殆どが未登録状態です。幹事の皆様を初め、個々の方々も変
更の連絡、又は、変更登録の呼びかけをお願い致します。（連絡先はＰ
８をご覧下さい。）
２．会員データのご提供
　学年やクラスの同窓会を開催される場合、幹事若しくは複数名の関
係者の連名でお申し込み頂ければ、当該学年やクラスや恩師のデータ
の一部を提供させて頂きます。
　お申し込みのあった方々の確認作業を行った上で、お送り致します。

３．大園同窓会・幹事会を開催します。是非ともご参集下さい。
　現在、幹事の委嘱作業を進めています。卒業生の各学年に設置する
予定です。既に了解を頂いた方々も多数おられますが、まだまだ不足
しております。ふるってご参加下さい。
４．大園同窓会ホームページをリニューアルしています。
� 是非アクセスして下さい。
　同窓会員の交流の場として、また、情報交換の場としてホームペー
ジを開設しておりますが、より親しまれるようにリニューアルしてお
ります。
　コンテンツの充実、アクセスの多様化などを検討しております。卒
業生だけではなく、恩師や教職員関係者の方々のアクセス並びに登録
を宜しくお願いします。

　昨年度末からの臨時休業は、５月31日まで続きました。その間の
学習保障として、各教科担当者が、家庭学習用の課題を作成し、レター
パック等を利用して生徒に郵送しました。そして臨時休校が終了後に
課題を提出させ、成績評価の対象としました。その後、分散登校や短
縮授業を導入するなど、６月15日からの本格的な学校再開に向けて、
スムーズに授業に入れるよう、また、進学・就職に向けての指導がで
きるよう取り組みを進めました。
　その中で、本校にとって初めての経験となったのが、Google 
Classroomを活用したオンライン授業です。Google Classroomとは、
Google社が提供する、オンライン上で動画や課題の配布や生徒からの
質問を受け、双方向でのやり取りができるアプリケーションです。オ
ンライン授業の実施に向けて、５月13
日から各教科担当が、授業動画の作成を
開始しました。作成された動画は、本校
ＨＰの「学習動画コンテンツ」の中に教
科ごとにアップしました。その動画本数
は、計96本にのぼります。実習科目に
おいても動画を作成し、休校期間中の学
習補助として効果の高いものとなりまし
た。

　６月11日（木）・12日（金）には、全校生徒に対しGoogle Classroom
の試行を行いました。その結果、自宅等から、体調報告については、
84％の生徒が回答することができ、授業課題については、79％の生
徒が回答することができました。
　この試行を通じ、家庭にＰＣ環境の無い生徒が一定数いることがわ
かり、オンライン授業での課題が見えてきました。ＰＣ環境の無い生
徒については、学校の所有するＰＣを貸し出したりすることで、対応
していく予定です。また、来年度から府立高校の生徒全員にタブレッ
トパソコンなどの端末機器が配付されると伺っています。高校での授
業の在り方や形態が大きく変わっていきます。本校では、ＩＣＴ委員
会を中心に対応を進めていきます。

　

本
年
度
、
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研

修
館（
I
N
P
I
T
）よ
り
、「
知
財
力
開
発
校
支
援

事
業
」の
研
究
指
定
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
事
業

は
、専
門
高
校
・
高
等
専
門
学
校
を
対
象
に
、知
的
財

産
の
保
護
や
権
利
の
活
用
に
つ
い
て
の
知
識
や
情

意
、態
度
を
育
む
取
組
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

本
校
で
は
、
次
の
３
つ
を
事
業
目
的
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。

（
1
）知
的
財
産
の
創
造
を
通
じ
、
第
一
に
子
ど
も
た

ち
の
自
ら
考
え
る
能
力
や
、
自
ら
自
由
に
発
想
す
る

能
力
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
、
問
題

の
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取
り
組

む
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

（
2
）知
的
財
産
を
地
域
の
活
性
化
に
用
い
る
な

ど
、
社
会
的
な
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
素
養

を
育
ま
せ
る
。

（
3
）農
業
の
６
次
産
業
化
を
踏
ま
え
、
農
作
物
の
生

産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
学
ば
せ
る

と
と
も
に
、
加
工
品
等
に
お
い
て「
園
芸
高
校
ブ
ラ

ン
ド
」を
作
出
し
、地
域
に
信
頼
さ
れ
、誇
り
と
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、具
体
的
な
取
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
1
）「
教
員
向
け
知
財
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」

　

山
口
大
学
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
准
教
授
陳
内
秀

樹
氏
に
よ
る
知
財
学
習
セ
ミ
ナ
ー
（
研
修
会
）を
実

施
し
、
本
校
教
職
員
の
知
財
に
対
す
る
基
礎
的
な
知

識
や
理
解
を
醸
成
す
る
。

（
2
）「
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
食
品
の
開
発
研
究
」

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
2
年
生
を
対
象
に
、
食
品

の
製
造
・
販
売
を
通
じ
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
造
し
て

実
現
す
る
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。Bird 

design house

代
表
者
鳥
山
大
樹
氏
を
招
へ
い

し
、
生
徒
た
ち
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら

新
商
品
の
企
画
立
案
、試
作
、ネ
ー
ミ
ン
グ
・
ロ
ゴ
ま

で
す
べ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
商
品
の
開
発
を
め

ざ
す
。

（
3
）「
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
」

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
３
年
生
を
対
象
に
、「
発

想
法
の
学
習
」「
身
近
な
商
品
の
権
利
」「
知
的
財
産

の
種
類
と
概
要
」「
出
願
の
手
続
き
」な
ど
に
つ
い
て

学
習
さ
せ
、
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に
向
け

て
の
商
品
作
り
や
提
案
書
作
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
4
）「
新
た
な
食
用
キ
ノ
コ
の
栽
培
方
法
の
確
立
と

商
品
化
」

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
２
年
生
を
対
象
に
、
本

校
果
樹
園
に
発
生
し
た
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
を
分

離
培
養
し
、
本
校
果
樹
園
の
剪
定
枝
や
食
物
残
渣
、

馬
糞
に
よ
る
堆
肥
を
基
質
と
し
た
人
工
栽
培
を
め

ざ
す
。栽
培
し
た
コ
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ（
商
品
）は
校

内
販
売
な
ど
で
販
売
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に

よ
り
商
品
と
し
て
の
市
場
で
の
需
要
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
。

（
5
）「
廃
棄
果
実
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
商

品
の
開
発
」

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
及
び
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
科
農
業
ク
ラ
ブ
生
を
対
象
に
、
廃
棄
果
実
を
用

い
た
加
工
品（
ソ
ー
ス
）の
開
発
を
行
う
。生
徒
が
主

体
的
に
試
作
品
の
検
討
や
味
の
調
整
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
味
の
数
値
化
を
行
う
。完
成
し
た
商
品
の「
大

阪
も
ん
」の
承
認
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
学
校
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
や
マ
ス
コ
ミ
等
を
活
用
す
る
な
ど
、
資
源

循
環
型
の
６
次
産
業
化
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
成
果

を
広
く
公
表
・
発
信
す
る
。

（
6
）「
庭
園
や
農
業
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
関

す
る
意
匠
と
特
許
」

　

環
境
緑
化
科
3
年
生
を
対
象
に
、
日
本
弁
理
士
会

弁
理
士　

松
田
美
幸
子
氏
、
大
阪
府
立
大
学
大
学
院　

生
命
環
境
科
学
研
究
科
准
教
授　

西
浦
芳
史
氏
を

招
へ
い
し
、
知
的
財
産
の
初
歩
、
特
に
庭
園
や
農
業

に
関
す
る
デ

ザ
イ
ン
な
ど

に
関
す
る
意

匠
を
通
じ
、

「
知
的
財
産

と
は
」
の
ご

く
初
歩
の
段

階
か
ら
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に

関
す
る
意
匠

の
意
義
に
つ

い
て
学
ぶ
。

「
令
和
2
年
度
知
財
力
開
発
校
支
援
事
業
」の
指
定
を
受
け
て
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培
に
取
り
組
み
、
様
々
な
企
業
に
植
物
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

城
山
高
校
か
ら
の
継
続
し
た
研
究
成
果

が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
飼
育
を
生
か

し
て
園
芸
高
校
実
習
庭
園
内
で
保
護
区
の

作
成
を
め
ざ
し
、研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
の
果
樹
部
で

は
果
樹
園
や
畑
か
ら
出
た
果
物
や
野
菜
の

規
格
外
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
形
が
悪
か
っ
た
り
、
傷

が
つ
い
て
い
た
り
す
る
収
穫
物
は
本
来
、

販
売
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー

ス
の
製
造
に
乗
り
出
し
ま
す
。
外
部
企
業

と
連
携
し
て
生
徒
主
体
の
商
品
開
発
を
進

め
、
生
の
果
物
や
野
菜
は
全
て
園
芸
高
校

の
素
材
を
使
い
、
来
年
の
春
か
ら
夏
に
商

品
化
の
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休

校
な
ど
で
計
画
に
遅
れ
は
あ
る
も
の
の
、

園
芸
な
ら
で
は
の
味
が
完
成
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
最
小
ロ
ッ
ト
で

の
製
造
で
す
が
、
１
度
だ
け
の
取
り
組
み

で
な
く
、
こ
の
先
も
継
続
的
な
事
業
に
発

展
し
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
12

月
７
日
東
京
都

で
第
８
回
イ
オ

ン 

エ
コ
ワ
ン

グ
ラ
ン
プ
リ
最

終
審
査
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
審
査

会
は
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
活
動
内
容
や
成
果
を
制
限
時
間
５

分
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で
ア
ピ
ー
ル
し
、

そ
の
後
10
分
間
の
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
に

梅
田
ス
カ
イ
ビ

ル
公
開
緑
地
に

バ
タ
フ
ラ
イ

ガ
ー
デ
ン
が
造

ら
れ
た
際
に
、

城
山
高
校
か
ら

チ
ョ
ウ
の
食
草

（
幼
虫
が
食
べ

る
植
物
）
と
吸
蜜
植
物
（
成
虫
が
吸
う
蜜

を
多
く
分
泌
す
る
植
物
）
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
城
山
高
校
で
栽
培
さ

れ
て
い
た
約
５
，
０
０
０
ポ
ッ
ト
の
苗
が

廃
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
城
山
高
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
や
バ
タ
フ

ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
活
動
は
、
本
校
環
境
緑

化
科
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
校

で
は
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
用
植
物
の
栽

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
食
品
製
造
部
で

は
昨
年
度
、
新
商
品
の
開
発
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
実
現
に
向
け
て
試
作
を
繰
り
返
し
ま

し
た
が
、
ど
う
も
こ
の
最
初
の
ア
イ
デ
ア

を
出
す
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
は
難
し
い
よ

う
で
、思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
終
的
に
商
品
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
に

し
た
も
の
は
当
時
の
2
年
生
（
現
在
の
3

年
生
）
た
ち
が
考
え
た
生
食
パ
ン

で
し
た
。
こ
れ
は
、フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ

ク
ト
リ
科
の
ハ
チ
ミ
ツ
と
、
北
海

道
産
の
強
力
粉
を
使
用
す
る
こ
だ

わ
り
の
強
い
モ
ノ
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。
ミ
ミ
も
柔
ら
か
く
、
し
っ

と
り
き
め
の
細
か
い
食
感
は
、
某

焼
肉
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
お
笑

い
芸
人
も
絶
賛
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

園
芸
高
校
生
徒
活
動
近
況
報
告

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

�

開
発
に
向
け
た
取
り
組
み

第
８
回
イ
オ
ン 

エ
コ
ワ
ン

グ
ラ
ン
プ
リ
に
て
審
査
員

特
別
賞
受
賞

池
田
産
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の

�

保
護
を
め
ざ
し
て

『
幸
せ
の
食
パ
ン
』
を

�

販
売
し
ま
し
た

　

新
商
品
の
開
発
の
中
に
は
商
品
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
や
ラ
ベ
ル
、
包
装
、
店
頭
の
デ
ザ

イ
ン
も
含
ま
れ
て
お
り
全
て
生
徒
た
ち
が

考
え
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

も
う
こ
の
段
階
に
な
る
と
ほ
ぼ
商
品
と
し

て
は
完
成
を
迎
え
て
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
も

し
や
す
く
生
徒
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
も
豊
富

に
出
て
く
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
そ

う
に
見
え
ま
し
た
。
や
は
り
自
分
た
ち
の

考
え
た
も
の
を
カ
タ
チ
に
で
き
る
こ
と
は

貴
重
な
体
験
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
瞬
間

で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
食
パ
ン
を
実
際
に
作
る

と
な
る
と
、
生
徒
た
ち
は
並
大
抵
の
努
力

で
は
な
く
、
販
売
す
る
日
は
午
前
5
時
半

に
集
ま
り
、
わ
ず
か
7
人
で
作
業
し
ま
し

た
。
一
度
に
生
地
を
捏
ね
ら
れ
る
量
は
限

ら
れ
て
お
り
、
20
斤
分
し
か
捏
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
通
常
、
パ
ン
を
作
る
際

に
は
発
酵
さ
せ
る
時
間
や
生
地
を
休
ま
せ

る
時
間
を
取
り
、
こ
の
休
ま
せ
る
時
間
な

ど
を
使
っ
て
次
の
生
地
を
用
意
し
ま
す
。

分
刻
み
で
の
工
程
表
を
予
め
作
成
し
て
そ

の
通
り
に
作
業
し
て
い
き
ま
す
。
最
大
で

1
2
0
斤
作
っ
た
時
は
流
石
に
生
徒
た
ち

も
疲
労
困
憊
で
し
た
。

　

諸
事
情
に
よ
り
『
幸
せ
の
食
パ
ン
』
の

製
造
は
一
旦
休
止
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
魅
力
的
な
も
の
を
創
り
出
す
べ
く
生
徒

た
ち
は
四
苦
八
苦
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

販
売
の
際
に
は
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

　

池
田
市
に
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
・
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
・
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
い
う
成
虫
時

で
も
発
光
す
る
ホ
タ
ル
が
3
種
類
、
幼
虫

や
卵
の
と
き
の
み
発
光
す
る
オ
オ
マ
ド
ボ

タ
ル
な
ど
多
く
の
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
生
息
場
所
が
都
市
開

発
に
よ
り
消
失
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
・
ヒ

メ
ボ
タ
ル
は
大
阪
府
の
準
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
野
生
で
の

絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
芸
高
校
か
ら
直
線
距
離
で
約
２
㎞
の

猪
名
川
の
河
川
敷
に
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
生

息
場
所
が
あ
り
、
本
校
ビ
オ
ト
ー
プ
部
で

は
、
３
年
前
か
ら
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
保
護
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
育
下
で
の
羽
化
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
に
比
べ
る
と
研
究
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
難
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
２
年
連
続
で
羽
化
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
３
年
目
の
今
年
は
、
飼
育

方
法
を
見
直
し
、
温
度
・
餌
の
管
理
に
つ

い
て
改
良
を
重
ね
、
前
年
度
の
８
月
に
比

べ
る
と
幼
虫
の
生
存
率
が
４
．
７
５
倍
に

向
上
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
６
月
に
は
、
多
く
の
ヒ
メ
ボ

タ
ル
が
羽
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
羽
化
し
た
個
体
の
一
部
は
累
代
飼

育
を
行
い
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
生
活
史
を
継

続
し
て
研
究
し
ま
す
。
残
り
の
個
体
は
生

息
場
所
に
放
流
す
る
予
定
で
す
。
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教
養
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
、芦
屋
大
学
教
育
学
部

《
専
門
学
校
・
各
種
学
校
等
進
学
》

【
農
業
大
学
校
】

愛
媛
県
立
農
業
大
学
校
総
合
農
業
科
、
和
歌

山
県
立
農
林
大
学
校
農
学
部
園
芸
学
科
、
北

海
道
農
業
専
門
学
校
、
大
阪
府
立
環
境
農
林

水
産
総
合
研
究
所
農
業
大
学
校

【
看
護
・
医
療
・
バ
イ
オ
分
野
】

大
阪
医
療
看
護
専
門
学
校
看
護
学
科（
2

名
）、大
阪
大
学
歯
学
部
付
属
歯
科
技
工
士
学

校
、
新
大
阪
歯
科
技
工
士
専
門
学
校
歯
科
技

工
士
学
科
、
大
阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門

学
校
バ
イ
オ
技
術
学
科（
2
名
）、
大
阪
バ
イ

オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
バ
イ
オ
学
科（
2

名
）、日
本
分
析
化
学
専
門
学
校
生
命
バ
イ
オ

分
析
学
科
、
大
阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門

学
校
バ
イ
オ
学
科
、
大
阪
医
療
秘
書
福
祉
専

門
学
校
く
す
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
科

【
栄
養
・
調
理
・
製
菓
】

辻
学
園
栄
養
専
門
学
校
栄
養
士
学
科
、
大
阪

調
理
製
菓
専
門
学
校ecole U

M
ED

A

（
3

名
）、辻
製
菓
専
門
学
校
製
菓
技
術
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科

【
工
業
・
建
築
】

修
成
建
設
専
門
学
校
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン

学
科（
2
名
）、
Ｈ
Ａ
Ｌ
大
阪
昼
間
部
4
年
制

Ｃ
Ｇ
学
部

【
そ
の
他
】

箕
面
学
園
福
祉
保
育
専
門
学
校
、
O
C
A

大
阪
デ
ザ
イ
ン
＆
I
T
専
門
学
校
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
学
科
、
ア
フ

ロ
ー
ト
美
容
学
校
、
専
門
学
校
ヒ
コ
・
み
づ

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
大
阪
、
大
阪
ベ

ル
ェ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校
、
関
西
美
容
専
門

学
校
美
容
学
科
、
大
原
簿
記
法
律
専
門
学
校

梅
田
校

　
　
氏
　
　
名	

教
科	

　
備
　
　
考

山　

口　

己
津
雄	

体
育	

西
野
田
工
科
高
校
再
任
用

渡　

辺　

弘　

康	

農
業	

本
校
再
任
用

有　

馬　

頼　

政	

農
業	

京
都
府
立
京
都
八
幡
高
校

末　

松　
　
　

真	

理
科	

豊
島
高
校
・
箕
面
東
高
校
非
常
勤
講
師

山　

本　

修　

三	

体
育	

中　

村　

和　

幸	

農
業	

本
校
非
常
勤
講
師

松　

尾　

眞　

一	

農
業	

本
校
非
常
勤
講
師

田　

中　

俊　

之	

農
業	

本
校
非
常
勤
講
師

湯　

田　

伴　

之	

事
務	

本
校
再
任
用

渡　

辺　
　
　

均	

事
務	

本
校
再
任
用

才　

脇　
　
　

敏	

農
場	

名　

嘉　

正　

元	

農
場	

根　

本　

桂　

子	

国
語	

港
南
造
形
高
校

長　

友　

晴　

哉	

国
語	

池
田
高
校
非
常
勤
講
師

笠　

井　

啓　

佑	

国
語	

刀
根
山
支
援
学
校

渡　

邊　

弘　

志	

社
会	

豊
島
高
校
非
常
勤
講
師

藤　

本　

有　

里	

英
語	

本
校
非
常
勤
講
師

増　

田　

晃　

士	

英
語	

神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校

松　

川　

雅　

哉	

農
業	

本
校
教
諭

開　

発　

基　

良	

農
業	

本
校
非
常
勤
講
師

琴　
　
　

栄　

柱	

農
業	

す
な
が
わ
高
等
支
援
学
校

■ 

就
職
企
業
一
覧

《
学
校
紹
介
就
職
》

【
園
芸
・
農
業
・
造
園
関
係
】

ト
レ
ー
ダ
ー
愛
㈱（
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）、㈱
Ｊ
Ｆ
兵
庫
県
生
花（
営
業
）、

大
阪
北
部
農
業
協
同
組
合（
肥
料
な
ど
の
販

売
及
び
配
達
）、
㈱
石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア（
造

園
建
設
業（
総
合
職
・
2
名
）、
京
阪
園
芸
㈱

（
造
園
土
木
作
業
員
）、阪
神
園
芸
㈱（
造
園
土

木
工
事
技
術
者
）、
㈱
陽
春
園
植
物
場（
造
園

施
工（
補
助
））、ア
コ
ー
デ
ィ
ア
・
ゴ
ル
フ
・
ア

セ
ッ
ト
合
同
会
社（
コ
ー
ス
管
理
）、
日
鉄
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
関
西
㈱（
造
園
職
）、
㈱
エ

ス
ケ
イ
エ
ム
大
阪
業
務
室（
現
業
職（
植
栽
管

理
）・
2
名
）、㈱
チ
ュ
ウ
ブ
関
西
支
社（
造
園

工
事
技
術
者
ま
た
は
土
木
工
事
）、㈱
大
阪
ビ

ル
管
理（
緑
化
保
全
業
務
）、
㈱
稲
治
造
園
工

務
所
箕
面
本
店（
造
園
設
計
・
施
工
管
理
）

【
製
薬
・
化
学
関
係
】

住
友
化
学
㈱
大
阪
工
場（
化
学
プ
ラ
ン
ト
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
等
運
転
要
員
）、資
生

堂
㈱
大
阪
工
場（
化
粧
品
の
製
造
）、
第
一
三

共
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
㈱
高
槻
工
場（
新
社
名
：
太

陽
フ
ァ
ル
マ
テ
ッ
ク
㈱
）（
医
薬
品
製
造
）、共

和
薬
品
工
業
㈱（
医
薬
品
の
製
造
職
）

【
食
品
製
造
関
係
】

ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
㈱（
生
産
技
能

職
・
3
名
）、㈱
三
栄
源
エ
フ
・
エ
フ
・
ア
イ（
技

能
職（
大
阪
）・
2
名
）、マ
リ
ン
フ
ー
ド
㈱（
食

品
製
造
業
）、伊
藤
ハ
ム
㈱（
生
産
技
術
職
）、

日
澱
化
學
㈱（
加
工
澱
粉
の
生
産
工
程
作
業

者
）、第
一
屋
製
パ
ン
㈱（
製
造
・
2
名
）、敷
島

製
パ
ン
㈱（
生
産
職
）、
塩
野
香
料
㈱（
製
造

職
）、
㈱
喜
八
洲
総
本
舗（
菓
子
製
造
）、
㈱
と

よ
す（
製
造
一
般
技
能
）、山
崎
製
パ
ン
㈱（
生

産
職
）、ベ
ル
食
品
工
業
㈱（
製
造
職
）㈱
サ
ロ

ン
ド
ロ
ワ
イ
ヤ
ル（
製
造
・
物
流
職
）、㈱
イ
シ

ハ
ラ（
ナ
ッ
ツ
・
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
加
工
製

造
、選
別
、品
質
管
理
等
）、日
本
ク
ッ
カ
リ
ー

㈱（
食
品
の
製
造
管
理
）

【
電
鉄
】

阪
急
電
鉄
㈱（
運
輸
現
業
職
）、
能
勢
電
鉄
㈱

（
鉄
道
係
員
）

【
工
業
系
製
造
】

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱（
ラ
イ
ン
職
）、
黒
崎
播
磨

㈱
名
古
屋
支
店（
技
能
職
）、
富
士
シ
ー
ト
㈱

（
現
業
職（
本
社
工
場
））、
双
葉
産
業
㈱（
技

能
工
）、
ボ
ル
ツ
㈱
川
西
本
社（
製
造
工
・
2

名
）、
東
洋
製
罐
㈱
茨
木
工
場（
製
造
技
術

者
）、
㈱
大
近（
製
造
ス
タ
ッ
フ
）、
パ
ッ
ク
・

ミ
ズ
タ
ニ
㈱（
段
ボ
ー
ル
製
品
製
造
ス
タ
ッ

フ
）、金
森
合
成
樹
脂
㈱（
検
査
員
・
2
名
）、

尾
崎
ウ
ェ
ル
ス
チ
ー
ル
㈱（
金
属
で
も
の
づ

く
り
ス
タ
ッ
フ
）、
㈱
松
田
精
機（
機
械

工
）、
㈱
大
西
コ
ル
ク
工
業
所（
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
造
）

【
介
護
・
看
護
助
手
】

社
会
福
祉
法
人
ウ
エ
ル
清
光
会（
介
護
職
・

2
名
）、医
療
社
団
法
人
博
心
会（
介
護
）

【
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
飲
食
】

㈱
蓬
莱（
店
舗
ス
タ
ッ
フ
・
2
名
）、㈱
鶴
屋
八

幡（
営
業
販
売
職
）、
㈱
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
洋
亭

本
店（
パ
テ
ィ
シ
エ（
西
洋
菓
子
））、
鳴
尾
ゴ

ル
フ
倶
楽
部（
フ
ロ
ン
ト
、レ
ス
ト
ラ
ン
）、宝

塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部（
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
2
名
）、茨

木
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部（
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
2

名
）、
読
売
ゴ
ル
フ
㈱（
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
2

名
）、㈱
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
エ
ア
ポ
ー
ト（
販
売
職
・

3
名
）、㈱
に
し
け
い（
空
港
保
安
検
査
員
）、

㈱
朝
日
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス（
航
空
機
内

食
搭
載
係
員
）、
㈱
E
N
E
O
S
ス
カ
イ

サ
ー
ビ
ス（
航
空
機
燃
料
給
油
に
係
る
給
油

施
設
運
営
管
理
）、ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
大
阪

㈱（
自
動
車
整
備
）、北
摂
オ
ー
ト
㈱（
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
）、㈱
み
ず
ほ
カ
ー
テ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

ス（
カ
ー
テ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
）、
ワ
タ

キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱
近
畿
支
店（
リ
ネ
ン
管

理
業
務
）、近
畿
セ
イ
ビ
㈱（
ド
ラ
イ
バ
ー（
補

助
））、
㈱
エ
デ
ィ
オ
ン（
販
売
職
）、
㈱
万
代

（
販
売
職
・
３
名
）、㈱
か
に
道
楽（
接
客
職
）、

阪
急
オ
ア
シ
ス（
総
合
職
・
2
名
）、日
本
ダ
ク

ト
工
業
㈱（
ダ
ク
ト
施
工
取
付
工
事
担

当
）、㈱
な
だ
万（
調
理
職
）、池
田
開
発
㈱（
一

般
事
務
職
）、
名
鉄
ゴ
ー
ル
デ
ン
航
空
㈱（
一

般
事
務（
豊
中
・
京
都
））、山
文
商
事
㈱（
営
業

（
販
売
、
整
備
））、
王
子
物
流
㈱
西
日
本
事
業

本
部（
倉
庫
作
業
員
）、シ
モ
ハ
ナ
物
流
㈱（
配

送
ド
ラ
イ
バ
ー
）、
荒
木
運
輸
㈱（
商
品
管
理

職
）、㈱
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク（
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
）、㈱
b
a
b
e
l（
美
容
師
）、

が
ん
こ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス（
調
理
）

《
公
務
員
》

　

自
衛
隊（
一
般
曹
候
補
生
・
2
名
）

■ 

進
学
先
一
覧

《
大
学
・
短
大
進
学
》

【
関
連
学
部
】

公
立
鳥
取
環
境
大
学
環
境
学
部
2
名
、
東
京

農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
農
業

開
発
学
科
、
近
畿
大
学
農
学
部
農
業
生
産
科

学
科
、
近
畿
大
学
農
学
部
生
物
機
能
科
学

科
、
日
本
大
学
生
物
資
源
学
部
森
林
資
源
科

学
科
、
日
本
大
学
生
物
資
源
学
部
国
際
地
域

開
発
学
科
、
龍
谷
大
学
農
学
部
資
源
生
物
科

学
科
、
龍
谷
大
学
農
学
部
食
料
農
業
シ
ス
テ

ム
学
科
、酪
農
学
園
大
学
循
環
農
学
類
、酪
農

学
園
大
学
食
と
健
康
学
類
、
酪
農
学
園
大
学

環
境
共
生
学
類
、
南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学

部
環
境
園
芸
学
科
2
名
、
大
阪
産
業
大
学
環

境
理
工
学
科
、
梅
花
女
子
大
学
管
理
栄
養
学

科
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
科
、
京
都
先
端
科
学
大
学
バ
イ
オ

環
境
学
部
食
農
学
科
、
京
都
先
端
科
学
大
学

バ
イ
オ
環
境
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

科
、
帝
京
科
学
大
学
生
命
環
境
学
部
生
命
科

学
科（
生
命
・
健
康
コ
ー
ス
）、大
阪
青
山
大
学

健
康
栄
養
学
科
、
新
潟
農
業
食
料
大
学
食
料

産
業
学
科
、
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学
包
装

食
品
工
学
科（
2
名
）

【
非
関
連
学
部
】

大
阪
人
間
科
学
大
学
人
間
科
学
部
医
療
福

祉
学
科
視
能
訓
練
専
攻
、
大
阪
成
蹊
大
学
造

形
芸
術
マ
ン
ガ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
コ
ー

ス
、大
阪
商
業
大
学
商
学
部
、大
阪
芸
術
大
学

短
期
大
学
部
デ
ザ
イ
ン
美
術
学
科
、
大
阪
国

際
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
、
大
阪

学
院
大
学
英
語
学
科
、
大
阪
国
際
大
学
国
際

令
和
元
年
度
進
路
状
況

離 任 の 紹 介

　

令
和
元
年
度
卒
業
式
前
日
に
代
表

幹
事
と
小
南
会
長
に
よ
る
入
会
式
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

　
　
　 

同
窓
会
入
会
式
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創
立
記
念
祭
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

毎
年
開
催
さ
れ
る
行
事
と
思
っ
て
い
た
。

　

卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
年
に
一
度
母

校
に
足
を
運
び
、
後
輩
達
の
元
気
な
姿

を
見
て
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
も
当
時
を

振
り
返
り
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
懐

か
し
き
学
舎
や
実
習
庭
園
、
農
場
に
先

輩
や
同
級
生
、
後
輩
等
と
共
に
思
い
を

馳
せ
る
大
切
な
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
、

こ
の
時
に
合
わ
せ
て
同
窓
会
を
開
く
ク

ラ
ス
も
数
多
い
。

　

今
は
唯
、
教
職
員
や
在
校
生
、
卒
業

生
の
皆
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

罹
患
、
拡
散
さ
せ
る
こ
と
な
く
一
刻
も

早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
見
て
、
授
業

や
学
校
行
事
が
平
常
に
戻
り
、『
創
立

記
念
祭
』
が
ま
た
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

る
日
ま
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
管
理
を

怠
ら
ず
に
御
身
御
自
愛
を
頂
き
た
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
皆
様
や
在
校
生
に
と
っ
て

も
悔
し
い
日
々
が
続
く
と
思
う
が
、
大

園
同
窓
会
と
し
て
も
微
力
な
が
ら
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
有

能
な
生
徒
も
多
く
素
晴
ら
し
い
研
究
を

続
け
る
た
め
に
は
S
S
H
指
定
校
か
ら

も
外
れ
研
究
費
も
少
な
く
な
っ
た
今
、

大
園
同
窓
会
と
し
て
も
学
校
へ
の
後
援

を
し
よ
う
に
も
資
金
が
乏
し
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
皆
様
方
の
母
校
に
対
す
る

篤
き
志
が
必
要
で
す
。

　

同
封
の
振
込
用
紙
に
て
会
費
納
入
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編 

集 

後 

記 

大園同窓会  
　平成30年の台風被害から新たな生長を始めた母校の実習庭園。復旧の為に浄財をお届け下さった皆様に深く感謝申し上げます。
　大園同窓会では、庭園の花緑の効果が少しでも上がるよう、植樹奉仕のイベントを企画致しました。 テーマは『同窓会館の魅
力向上！』です。 
　同窓会の拠点である同窓会館の整備は重要な課題ですが、残念ながら予算の調整があり早急には進んでいません。また、会館
を取り巻く庭園の景観も、台風の影響が大きく復旧には時間を要します。 そこで、まず、会館のエントランス付近に新しく植栽
を増やし、同窓会館を引き立て、 そして、庭園の景観の向上にもつなげていこうという事になりました。 つきましては、下記要
項で奉仕参加者の募集を行いますので皆様奮ってご参加下さい。

追記　�当日は作業終了後場所を移して（移動はマイクロバス手配）反省会（実費徴収）を企画しています。準備の都合もありますので、
申込の際宜しくお願いいたします。 懇親を深め同窓会員の結束も高めたいと思っております。 

　　　※コロナ禍の影響により変更の可能性があります。

大園同窓会ホームページ　　 http://www.daiendosokai.com
同窓会では皆様方の交流の場となりますようホームページを開設しております。
今回ホームページをリニューアルし、IDやパスワードがなくても簡単に誰もが閲覧できるようになりました。
同窓会では、連絡先や住所の変更依頼を当web上でも受け付けられるようになりました。
詳しいご利用方法、お問合せやこのホームページに関するご意見・ご感想は、下記お問合せ先までご連絡ください。
※�また、今回より卒業生の経営される会社や勤務先情報、求人広告等をバナーにてリンクできるように受付させて
頂くことになりました。ご希望がありましたら、１社あたり５万円にて当ホームページにバナーを添付し、会報
にも広告として掲載させて頂きます。ご応募をお待ちいたしております。

【問い合わせ先】 info@daiendousoukai.comまで 

大阪府立園芸高等学校内　大園同窓会事務局　〒563−0037  大阪府池田市八王寺２−５−１　FAX 072−761−9295

連絡は郵送かFAX、メールに限ります。電話での問い合わせにはお受けできません。事務局あて先

　〈植樹奉仕募集要項〉
　奉　仕　日　　令和２年11月15日（日）　
　時　　　間　　午後１時 ～ ３時迄（終了後・別途反省会あり）
　集 合 場 所　　園芸高校実習庭園内　同窓会館
　参　加　者　　大園同窓会有志
　募 集 人 数　　新型コロナの状況により申込先着30名
　作 業 内 容　　中木（ハナミズキ他）低木（ヒラド他）の植栽、水やり
　雨 天 対 応　　雨天決行です。
　　　　　　　　庭園回遊、日本庭園解説などの雨プログラムで対応します。
　申　込　先　　大阪府立園芸高等学校　申込は下記FAXもしくはメールにて送信して下さい。
　（お問合せ）　　FAX 072−761−9295（園芸高校）
　　　　　　　　E-mail：taka.1962.yoshi@docomo.ne.jp（担当：大園同窓会　植木事務局長）
　　　　　　　　　参加者氏名
　　　　　　　　　反省会（○囲いお願いします）　参加　不参加   

大阪府立園芸高等学校 実習庭園 植樹奉仕の募集


